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討議の柱 
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ハンドサインは、子どもたちの意見をつ

なぐ有効な手段になっていたか。 

道徳的価値を深められる話し合いであ

ったか。 

ハンドサインを使う

ことで意見をつなげ

やすい 

つけたしがある子に

は、どのタイミング

で意見を言わすべき

か 

賛成・反対の立場に

分かれることで、話

し合いが円滑に進め

られた 

円坐での話し合いは

意見が出やすく子ど

もが意見をつないで

いた 

道徳的価値を深めるための子どものゆさぶり・見取り・つなぎ方 

同じ意見やつけた

しの意見を子ども

同士で言い合うこ

とで、意見を子ど

も同士でつなぐこ

とができた 

予想される子ども

の発言を考えてお

くことは大切 

賛成か反対なのかグラフの色

で立場をあらわしていたのが

よかった 
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今日のまとめ 

 

 

 

 

 

 

道徳的価値を深めるには賛成と反対の間の思いに気づかせることが大切である。 

賛成に７５％、反対に

２５％の立場とした

ら、２５％の気持ちを

聞けるといいな 

多様な考えを深め

るために、似ている

意見を複数の子に

発言させることは

大切 

反対の意見の人になぜ

その意見なのか質問す

ることが大切 

円グラフの色の変

化がもっとわかる

とよかったので、始

めの場所にえんぴ

つで印をつけても

いいかな 



８．考察 

 日常より、他の教科においてもハンドサインを用いているため、子どもたちも自分の思

いや考えをどのタイミングで、全員に発信したいかを考えて挙手できるようになってきた。

これによって、個々の意見が全体につながり共感となる。自分の意見が他と異なることに

不安を感じる子にとっては安心になる。ひとつの意見が繋がり、深まっていく様子があら

ゆる場面で見られるようになってきた。しかし、ハンドサインでは、その内容の詳細を読

み取り切れなかったり、子どもの解釈と教師の意図とのずれが生じたり、価値を深めるた

めに有効な授業展開を、考慮した指名ができないこともある。机間指導で質問したり、ワ

ークシートをチェックしたりした上で、その詳細を把握した上で、ハンドサインを活用し

ていくことが重要である。 

 もうひとつ、充実した話し合いをする手立てとして、心が見える教材を活用している。

今回活用したのは、葛藤場面での２つの立場を２色のカードで表現する方法である。その

他にも、円グラフで葛藤する２つの気持ちの大きさを表現したりしてきた。しかし、着目

点が、Aの気持ち、Bの気持ち、Aと B２つの気持ちで悩んでいる、という３つの立場の存

在を把握して、話し合わせるだけにとどまってしまった。Aと B２つの気持ちで悩んでいる

児童には、その大きな面積を占める気持ちについて問い、掘り下げることも大切であるが、

なぜ少ないながらももう一方の気持ちが残っているのかを問い、その観点で掘り下げる展

開もより道徳的価値が深まるかもしれない。 

 

 

なぜ、この気持ちも存在しているのか？ 

消せないのか？ 


